
本会議における今後の展開について 

 

 今後の展開  

１． 今年度の到達点のイメージ 

〇 横須賀・三浦地域において、求められるコーディネーターの役割を策定 

 

２．令和２年度におけるコーディネーター配置・運用検討会議の実施内容について 

〇 第１回 ←本日の会議 

今後の課題、取組みを整理（役割策定のためのプロセスを検討） 

横須賀・三浦地域における地域資源、ニーズの確認 

 

〇 第２回目（11～12月）※想定 

  第 1回検討会議で洗い出した地域資源、ニーズに対し、コーディネートする上での課

題を整理 

 

〇 第３回目（１～２月）※想定 

横須賀・三浦地域の実情を踏まえ、この地域において求められるコーディネーターの

役割について議論、策定 

今年度検討会の総括、次年度の取組みについて確認 

 

３．次年度の取組みについて 

  横須賀・三浦地域におけるコーディネーター運用のしくみを構築する 

 

４．ロードマップ（想定） 

 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度以降 

事業 

内容 

・モデル事業開始（資料

３－２を参照） 

○コーディネーターの役

割について議論・策定 

・モデル事業継続（資料３－２

を参照） 

○コーディネーター運用に向け

たしくみについて議論・策定 

○次年度の取組みについて議論 

・モデル事業継続 

○コーディネーター運

用の試運転 

 

 

 

資料４ 



 

参考 

 

横須賀・三浦地域行政担当者事前打合せ(7/3)での御意見・共通項 

〇 医療的ケア児等を支援する上での懸念事項 

 ・正確な実数・実態が把握できていない・・・国へ対応を求めていくとともに、県とし

ても今後対応を検討 

  ・所管部署（行政）が不明確・・・地域資源と併せて現状の確認、情報共有が必要 

〇 コーディネーターに求める役割 

  ・医療的ケア児等に関わる支援者に対する支援（支援者支援） 

  ・支援者のネットワークの構築（地域支援）  

  ➡上記のようなことが考えられるが、そもそも何を目指して何を求めるか検討が必要 

〇 コーディネーター配置・運用の検討にあたり必要なこと 

  ・地域資源の洗い出し 

・地域における課題の洗い出し 

・コーディネーター同士も含めたネットワークの構築など 

〇 委員構成について 

  ・多職種、多分野にわたるが検討が必要 

 


